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ご 

挨 

拶

　
平
素
は
祇
園
祭
函
谷
鉾
の
保
存
伝
承
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
保
存
会
は
昭
和
四
十
二
年
に
財
団
法
人
化

し
、昨
年
の
公
益
財
団
法
人
化
を
経
て
、お
陰
さ
ま
で

来
年
に
は
財
団
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
は
鉾
や
附
属
品
の
新
調・修
繕
に
つ
い
て

は
準
備
に
留
ま
り
ま
し
た
の
で
、五
十
周
年
に
は
、そ

れ
に
相
応
し
い
新
調・修
繕
事
業
を
鋭
意
計
画
中
で

あ
り
ま
す
。

　
素
敵
な
物
が
出
来
上
が
る
暁
に
は
、会
員
の
皆
様

方
に
は
物
心
両
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
倍
旧
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
素
晴
ら
し
い
函
谷
鉾
の
祇
園
祭
に
ご
期
待

賜
れ
ば
幸
い
で
す
。
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函
谷
鉾
の
由
来
と
見
ど
こ
ろ

函
谷
鉾
は
四
条
通
烏
丸
西
入
の
函
谷
鉾
町
の
鉾
で
、応
仁
の
乱

（一四
六
七
年
〜一四
七
七
年
）以
前
に
起
源
を
も
ち
、く
じ
取
ら
ず

の
鉾
と
し
て
長
刀
鉾
に
次
い
で
第
二
番
目
に
巡
行
す
る
。

鉾
の
名
は
、中
国
の
戦
国
時
代
に
斉
の
孟
嘗
君（
も
う
し
ょ
う
く
ん
）

が
函
谷
関
で
、家
来
に
鶏
の
鳴
き
声
を
ま
ね
さ
せ
て
関
門
を
開
か

せ
難
を
逃
れ
た
と
言
う
故
事
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
山
中
の
闇
を
あ
ら
わ
し
、真
木
の
上
端

近
く
に
は
孟
嘗
君
、そ
の
下
に
雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
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は
四
条
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君
、そ
の
下
に
雌
雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て

い
る
。

鉾
を
飾
る
工
芸
品
、染
織
品
の
主
な
も
の
は
、屋
根
軒
裏
絵
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年
筆（一八
四
五
〜一九
二
四
）の「
鶏
鴉

図
」を
は
じ
め
、前
懸
は
旧
約
聖
書
創
世
記
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水

を
供
す
る
リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
の
毛
織
物（
ゴ
ブ
ラ

ン
織
）で
重
要
文
化
財
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
る
。こ
の
他
見
送
り

は
古
く
弘
法
大
師
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る「
金
剛
界
礼
懺
文
」（
こ

ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん
も
ん
）と
、天
保
十
年（一八
三
九
）に
こ
れ
を

模
織
し
た
紺
地
に
金
文
字
の
西
陣
織
の
文
字
見
送
が
、又
水
引
は

山
鹿
清
華
筆（一八
八
五
〜一九
八一）の「
群
鶏
草
花
図
」（
ぐ
ん
け

い
そ
う
か
ず
）、同
掛
け
は「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出
し
た
十
七
世

紀
李
氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
、「
玉
取

獅
子
文
」中
国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ
る
。
近
年
も
の
と
し
て
は
、

皆
川
泰
蔵
作
前
掛「
モ
ン・サ
ン・ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送「
エ
ジ
プ
ト

天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
章
者
、蓮
田
修
五
郎
作
の「
梅
と
鶯
」の

金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具
が
あ
る
。

又
、平
成
十
七
年
保
存
会
発
足
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、至

宝
で
あ
る
ゴ
ブ
ラ
ン
織
前
掛
の
復
元
新
調
を
し
て
い
る
。
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鉾
建
て
〜
曳
き
初
め

七
月
十
一
日
、午
前
中
の
真
木
建
て
に
引
き
続
き
大
工
方

に
よ
り
屋
根
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

七
月
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
、完
成
し
た
函
谷
鉾
の
試
し

曳
き「
曳
き
初
め
」が
行
わ
れ
る
。

子
供
達
を
始
め
多
く
の
人
々
に
曳
か
れ
町
内
を
往
復
す

る
。

七
月
十
二
日
、車
輪
の
取
り
付
け
と
懸
装
品
が
着
け
ら
れ

る
と
鉾
建
て
は
完
成
。

八
坂
神
社
神
官
に
よ
り
清
祓
い
の
儀
式
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
る
。

七
月
十
二
日
の
夜
か
ら
毎
夜
、鉾
上
で
は
コ
ン
チ
キ
チ
ン

の
祇
園
囃
子
が
囃
さ
れ
、十
六
日
宵
山
に
は
お
祭
り
気

分
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

〒 6 1 5－8 2 8 1

京都市西京区松尾木ノ曽町7-15
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行
わ
れ
る
。

子
供
達
を
始
め
多
く
の
人
々
に
曳
か
れ
町
内
を
往
復
す

る
。

七
月
十
二
日
、車
輪
の
取
り
付
け
と
懸
装
品
が
着
け
ら
れ

る
と
鉾
建
て
は
完
成
。

八
坂
神
社
神
官
に
よ
り
清
祓
い
の
儀
式
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
る
。

七
月
十
二
日
の
夜
か
ら
毎
夜
、鉾
上
で
は
コ
ン
チ
キ
チ
ン

の
祇
園
囃
子
が
囃
さ
れ
、十
六
日
宵
山
に
は
お
祭
り
気

分
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

〒 6 1 5－8 2 8 1

京都市西京区松尾木ノ曽町7-15

075（777）9465FAX
075（354）6839TEL



く
じ
改
め
〜
巡
行

今西正二税理士事務所

〒611-0031
宇治市広野町茶屋裏38-3
（今西税経センタービル）
TEL 0774-44-6166（代）

今　西　正　二

四
条
堺
町
で
は「
く
じ
改
め
」が
行

わ
れ
る
。函
谷
鉾
は
慣
例
に
よ
り

く
じ
取
ら
ず
の『
鉾
二
番
』と
し
て

通
過
す
る
。

古
都
の
風
情
が
今
も
残
る
道
幅
の

狭
い
新
町
通
を
函
谷
鉾
は
町
衆
と

一
体
と
な
っ
て
静
々
と
巡
行
す
る
。

巡
行
途
中
に
は
、供
奉
者
と
子
供

達
と
が
寸
暇
を
惜
し
ん
で
お
祭
を

楽
し
む
一
幕
も
あ
る
。

鉾
が
巡
行
路
を
一
周
し
て

町
内
に
帰
っ
て
来
る
と
、

町
内
関
係
者
が
総
出
で

迎
え
、お
囃
子
と
共
に
名

残
惜
し
む
よ
う
に
最
後

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
。

四
条
河
原
町
、河
原
町
御
池
、

御
池
新
町
、四
条
新
町
の
四
つ

の
町
角
で
は
直
角
に
曲
が
る

「
辻
回
し
」が
行
わ
れ
る
。

音
頭
取
り
の
合
図
と
共
に
、曳

き
手
、車
方
の
息
が
合
い
大
き

な
函
谷
鉾
が
方
向
を
変
え
る

と
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が

わ
き
上
る
。

①-「くじ改め」④-「新町通りを南行」

⑤-「巡行の途中にて」

⑥-「函谷鉾町に帰ってきたー！」

②-「四条河原町辻回し」

③-「河原町御池
　　辻回し待機」

巡行コース

御 池 通

四 条 通

くじ改め式場
　（四条堺町）

函
谷
鉾

市役所

集
合

③

②
①

⑥

④⑤

新

町

通

烏

丸

通

河
原
町
通
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函
谷
鉾
の
構
造

京
都
産
業
大
学

　手
伝
い

綜合建設業

株式会社 ヤマダ
京都府綴喜郡井手町
大字井手小字玉ノ井12の1

TEL 0774（82）2815  FAX 0774（82）5215

京都産業大学
での岡本理事長
　　　説明会

厄除け
　ちまき作り作業

教授と、はいポーズ

ちょうちん飾り付

厄
除
け

　ち
ま
き
ど
う
で
す
か
ー

昨
年
よ
り
、京
都
産
業
大

学
文
化
学
部
の「
京
都

文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
」

と
い
う
授
業
の
一
環
で
学

生
の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

鉾頭

八木厨房 検 索
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祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業

マックスシステム㈱

㈱竹田工務店
南・東九条南石田町32番地

㈱熊倉工務店
東・五条通東大路西入

伝統の食文化を伝えます。

株式会社 ナミカワ
南・大宮通八条下る3丁目東寺東門前町9

下・四条通室町東入函谷鉾町87
㈱セノン京都支社
警備業認定　東京都公安委員会30000471号

中・新京極通四条上ル中之町565
☎（256）8778

おいしいドーナツのお店

南 ・ 上鳥羽南鉾立町10番地

（662） 1811

京 ・ 山科区音羽八ノ坪6-1

（591） 6000
右 ・ 西院三蔵町１８

（311） 3621

下 ・ 烏丸通仏光寺下ル
大政所町680-1　第八長谷ビルB1

（343） 3122

くるま京都.COM
代表取締役　酒井克俊
右.西院安塚町35　協伸ビル

大阪市浪速区難波中１丁目12番5号
難波室町ビル2階
06（6631）6557

鮨・割烹　おかげさまで70年
株式会社 三笑 やきとり　とりなべ

ちかおく

東 ・ 知恩院橋上る

（531） 8000

広東料理 ぎをん森幸
京都府亀岡市稗田野町芦ノ山流田1番地の4

0771（22） 0903

松園荘保津川亭
東 ・ 下河原町八坂鳥居前下る下河原町499

（532） 6666

株式会社
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不動産測量　登記　境界確定　開発申請

山崎土地家屋調査士事務所
右 ・ 西院矢掛町33番地の2

（321） 1780

京都府久世郡久御山町佐山新開地30

精密機械製造

0774（48） 1281

株式会社シオガイ精機
南 ・ 久世上久世町83-1

内装仕上工事業

（924） 3737

モリタ建装株式会社

京都府木津川市山城町綺田浜76番地の2

0774（86） 2675

有限会社 山城自動車
京都府相楽郡精華町南稲八妻蔭山33

0774（94） 4759

森忠建設造園株式
会社

東 ・ 祇園四条上ル東側SAKIZO 縄手ビル4F

（551） 5633

GION BAR

南出高志
Owner

平成27年度　「あすの函谷鉾をつくる会」　役員名簿

「あすの函谷鉾をつくる会」 会員及び広告協賛募集

（目　　的） 本会は函谷鉾及び同装飾品等の保存修理、新調並びに祇園祭
祭典執行を継続的に支援する事を目的とする。

（会　　員） ・法人会員　年会費5口以上（1口￥10,000円）
・個人会員　年会費1口以上（　  　〃　  　）

（広告協賛） 協賛金に応じ函谷鉾冊子に広告を掲載。

（特　　典） 拝観券、厄除けちまき券、記念品、冊子を贈呈致します。
※送付は入会確認後7月上旬予定

※ご興味のある方は、郵便番号、ご住所、ご氏名、連絡先（電話番号）を
　ファックスにてご連絡下さい。次年度にご案内申し上げます。

祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業

函　谷　鉾　第34号

平成二十七年  六月発行

（公財）函谷鉾保存会ホームページ
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